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研究成果の概要（和文）：1990 年代以降に顕著になったライフストーリー・アーカイヴ現象を

アーカイヴ実態調査とアーカイヴ化比較調査を通して得た具体的なケースからその実際を検討

した。公的機関による戦争体験のアーカイヴ化や自治体による自分史アーカイヴ、地域に根ざ

した自分史サークル活動のなかで生まれた自分史図書館というケースの検討から、現代日本の

ライフストーリー・アーカイヴ現象が示す＜個人の歴史化＞の諸相と世代継承性の特徴をあき

らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The actual situation of the phenomenon of archiving life stories, 
which has emerged since the 1990s, was investigated through archival research and 
comparative study in Japan and the United States. Three cases, the archiving of wartime 
experiences by the Okinawa Prefectural Archives, the archiving of autobiographies by the 
local government of Kasugai City, and the private library for autobiography established by 
a voluntary group for writing autobiographies based in the local area of Yame, Fukuoka, 
are examined. Several aspects of the ‘historicization of the individual’ and generativity are 
presented as the points of issue. 
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１．研究開始当初の背景 
 戦後日本社会における個人的経験を書き
あらわす展開をみるとき、1950 年代に隆盛し

た生活記録運動をはじめとして 1960 年代終
わりからの「ふだん記」運動、1980 年代後半
から顕在化する自分史ブームという文章運



動や流行現象の流れのなかで「生活記録」「自
分史」「体験記」「ふだん記」「回顧録」「闘病
記」等々、さまざまな言葉であらわされるラ
イフストーリーが数多く産出されてきた。こ
のような個人的経験を書きあらわす動向を
あきらかにし、その意義を検討する社会学的
研究を研究代表者は継続してきた。そのなか
で、半世紀のあいだに産出された膨大なライ
フストーリーはどこでどのようになってい
るのか、作品としてのライフストーリーはど
こへいくのかという新たな問いに直面して
いる。 
 その問いの背景には戦争体験のアーカイ
ヴ化とオーラルヒストリー・プロジェクトの
進行という二つの動向がある。一つには、戦
後 50年を迎えた 1990 年代半ばから戦争体験
者の急速な減少と連動して戦争体験の記録
保存への志向が増し、戦争体験記の収集公開
をめざす戦争体験のアーカイヴ化が顕著に
なっている。二つには、歴史的出来事の証言
や人びとの＜声＞を残すオーラル・アーカイ
ヴの取り組みが各地で進んでいる状況があ
る。アーカイヴ化をめぐっては、戦争体験と
いう歴史的出来事の記録を人びとの＜声＞
で残すというオーラルヒストリー・プロジェ
クトはとりわけ欧米で目立つ動向であるが、
国内でもいくつかのオーラル・アーカイヴの
取り組みが知られている。このように戦争体
験のアーカイヴ化とオーラルヒストリーの
プロジェクト化の進行という動向を背景と
して、ライフストーリーが集積される状況を
把握し、その意義を考える社会学的研究が立
案された。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、戦後書かれたライフストーリー
作品のゆくえをたどり、ライフストーリーが
どこでどのような場所を占め、いかなる意義
をはたしているのかを社会学的に調査研究
する必要性のもとで企画された。1990 年代後
半以降、多くのライフストーリーが集積され
る動きが多方面でみられるようになった状
況をライフストーリー・アーカイヴ現象とし
て注目し、その実際を明らかにすることが本
研究の第一の目的である。とくにライフスト
ーリー・アーカイヴ現象を牽引する戦争体験
のアーカイヴ化がさまざまな機関でみられ
るようになっている現状を調査し、ライフス
トーリーとしての「戦争体験」が歴史的出来
事の「証言」として位置づけられて「記録と
して残す」アーカイヴの対象となっている実
態をあきらかにする。 
 さらに、＜個人の歴史化＞と世代継承性
（ジェネラティヴィティ）という観点から検
討することでライフストーリー・アーカイヴ
現象の社会学的意味を解明することをめざ

している。半世紀のあいだに生みだされた膨
大な自伝的ライフストーリーはどこに居場
所を得ているのか、アーカイヴ化はライフス
トーリーによる＜個人の歴史化＞を促し「歴
史」へと導くのか、「個人的経験の語り」か
ら「歴史」へいかに接続され、ライフストー
リーの世代継承性が有効化されているのか、
さらにアーカイヴ現象は「生きられた記憶」
の消滅への危機感という歴史的社会的状況
といかに連動しているか、これらの問題を解
明することを目的としている。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、戦争体験記や自分史や生活記録
等も含めたより包括的なライフストーリー、
オーラルもリテラルな、つまり文字で書かれ
たライフストーリーも、さらに書物化された
ライフストーリーもひろく対象とし、日本に
おけるアーカイヴ実態調査と国外の事例を
みるアーカイヴ化比較調査という二つの調
査を柱として取り組んでいる。 
(1) アーカイヴ実態調査 
 戦後の文章運動のなかでも大半のライフ
ストーリーは、自費出版であれパソコンによ
る自作であれ紙媒体で記され、冊子・書物形
態という物質化されたライフストーリーが
多産されてきた。そこでライフストーリー・
アーカイヴ化はライフストーリーの書物化
と連動した現象として考え、その書物化のき
っかけによって、アーカイヴ化を①文章運動
系、②自費出版に関わる出版系、③広くライ
フストーリーを集積しようする独立系、とい
う３つのタイプでとらえ、アーカイヴ実態調
査を企画した。アーカイヴ化の意図や現況、
今後の展望を把握し、関係者へのインタビュ
ー調査によりライフストーリー観や世代継
承性の考えをとらえようとした。 
(2) アーカイヴ化比較調査 
 ライフストーリー・アーカイヴ化は、日本
に限らず欧米でも顕著な現象である。ピエー
ル・ノラが『記憶の場』2002 で「われわれの
生きているこの時代ほど記録を残そうとい
う意志をもった時代はなかったであろう」と
述べ、博物館や図書館、文書観，資料センタ
ーの制度化が「伝統的な記憶の消滅」と連結
していると指摘したが、このような歴史的状
況とアーカイヴ現象の連動を本研究の前提
として考えている。そこで米国における二つ
のアーカイヴ化の例を現地調査し、日本にお
けるアーカイヴ化と比較して考える。具体的
には米国の日系アメリカ人コミュニティで
進められている Densho プロジェクトという
ライフストーリーのデジタル・アーカイヴ化
状況と南メーン大学のライフストーリー・セ
ンターである。 
 この二種類の調査は、いずれも現地で関係



者へのインタビューと書かれたドキュメン
ト資料の収集という質的調査方法を主とし
ておこなった。具体的な調査対象はつぎのと
おりである。 
(1) アーカイヴ実態調査 
①アーカイヴ機関調査―戦争体験記のアー
カイヴ化の実態について、広島の国立広島被
爆者追悼祈念館、沖縄県では沖縄県平和祈念
資料館、ひめゆり平和祈念資料館、沖縄県公
文書館で体験記や証言の収集・保存・公開に
ついて聞き取りをおこない、公的機関におけ
る個人の体験や証言のアーカイヴ化実態調
査をおこなった。 
②ライフストーリー・アーカイヴ実態調査―
従来の文章運動系とも自費出版系とも異な
る独自の動向を見せる独立系のライフスト
ーリー・アーカイヴとみなされる事例にとく
に着目し、愛知県と福岡県において実態調査
に取り組んでいる 
(2)アーカイヴ化比較調査 
 米国シアトルにおいて Densho、メーン州の
南メーン大学でポール・アトキンソンによる
ライフストーリー・センター、これら二つの
ライフストーリー・アーカイヴについて主宰
者にヒアリング調査をおこなった。いずれも
デジタル・アーカイヴ化の先行例であるが、
とくに Densho は、日系アメリカ人の第二次
世界大戦中の強制収容体験のデジタル・アー
カイヴであり、日本の戦争体験アーカイヴ化
との比較を念頭において調査を実施した。 
 また北欧でライフストーリー活動がさか
んであることを受けて、ストックホルムとヘ
ルシンキでも関係者にインタビュー調査を
実施している。 
 
 
４．研究成果 
 (1)アーカイヴ実態調査と(2)アーカイヴ
化比較調査で得た具体的ケースからライフ
ストーリーのアーカイヴ化の諸相とライフ
ストーリー・アーカイヴ現象がもつ意味につ
いて検討した成果は、以下のとおりである。
とくに(1)－① 公的アーカイヴ機関調査と
(1)－② ライフストーリー・アーカイヴ調査
から、つぎの３つのケースをあきらかにする。  
A. 春日井市のケース―自治体による自分史
アーカイヴと自分史活動 
 愛知県春日井市は、1999 年、新しい文化施
設である文化フォーラム春日井の完成を機
会に独自の文化事業として自分史事業の推
進を打ちだし、日本自分史センターを設立し
て自分史作品の収集・収蔵に取り組みはじめ
た。自分史事業に関わる自治体としては、自
分史文学賞を設けている北九州市に次いで
全国で二番めの自治体である。春日井市の自
分史事業では、自分史作品の収集収蔵、自分
史講座の開講、自分史相談事業、自分史イベ

ントの開催等があげられるが、なかでも①日
本自分史センターにおける自分史収集・収蔵
を進める自分史アーカイヴと②自分史サー
クル活動の推進という二つの柱が注目され
る。 
 日本自分史センターが所蔵する自分史は
2011 年 5 月現在、総数 9714 冊であり、1 万
冊に達しようとしている。そのうち春日井市
の著者は 6.35％、愛知県内在住者が 2.9%、
合わせても蔵書全体の 9.2%で、1割に満たず、
「日本自分史センター」という名称のとおり
全国から自分史作品を収集している。 
 収蔵されている自分史の特徴は、年齢別著
者数をみると、70 代が一番多く 32.9%、次い
で 60 代 29.3%、80 代 16.1%で、60 代 70 代 80
代で合わせて 78.4%と、高齢期の著者数が 4
分の 3以上を占めている。また著者の性別で
は、男性 63.3%、女性 36.7%と女性の著者数
が男性の著者数の約 6割であり、自分史を書
く人の年齢層と性別の特徴がでている。加え
て、所蔵作品の 33.5%がグループあるいは共
著によるもので、自分史の書き方スタイルと
して「ともに書く自分史」の作品が３分の 1
を占めていることがわかる。 
 春日井市の自分史事業のもうひとつの柱
である自分史サークル活動では、文化フォー
ラム春日井において自分史講座の開講と８
つの自分史サークルの継続的活動が注目さ
れる。そこで自分史サークルのうち６つのサ
ークル代表者へインタビュー調査をおこな
い、自分史活動の実態と自分史作品の産出が
連動している状況をあきらかにした。その結
果、自分史講座から自分史サークル活動へ連
続的に移行し自分史が書き続けられること、
サークル活動における自分史の作品化では
印刷製本の場が提供されていること、作品が
自分史センターでアーカイヴ化されること、
このような条件が自分史活動の継続と自分
史作品の産出につながっていることがあき
らかになった。 
 自治体による自分史事業のなかで自分史
サークル活動による自分史作品の産出とつ
ながるアーカイヴの状況があきらかになっ
た。 
B. 八女地域のケース―自分史図書館と「人
生史サークル黄櫨の会」 
 福岡県筑後市の自分史図書館は、八女地域
（八女市・筑後市・広川町）における「人生
史サークル 黄櫨の会」の活動のなかで 2005
年に開設された、ボランタリーな私設のアー
カイヴである。 
 自分史図書館の『蔵書目録』（2009 年 6 月
現在）によると、収蔵数は 2301 冊である。
作品のインデックスによれば、①自分史
21.6%、②郷土・歴史 11.7%、③戦記 5.8%、
④創作 14.6%、⑤歌集・句集・詩集 17.1%、
⑥教育 3.2%、⑦記念誌 7.8%、⑨資料 15%、⑨



黄櫨の会作品 2.3% という蔵書構成である。
その特徴として、作品内容が自分史や戦争体
験記、そして歌集・句集・詩集というライフ
ストーリー作品が主であること、ローカルな
出版社で自費出版された作品が多いこと、そ
して全国からの寄贈によって収集が進んで
いることがあげられる。 
 「黄櫨の会」という自分史を書くグループ
は、1997 年に八女地域の約 200 人が集まって
設立された。会則には「本会は、人生史の学
習・執筆などを通して、これまでの自分を見
つめ直し、これからの人生にいきいきと挑戦
していく活力と生きがいを創っていくこと
を目的とする」とあり、学ぶことと書くこと
を活動の中心にしている。毎月 1回、文章講
座を開くほか、1 年 3 回、会員が文章を寄せ
た冊子を刊行している。 
 インタビュー調査では黄櫨の会代表者、文
章講座の講師を長年続ける大学教員、機関紙
の編集委員長、事務局担当、そしてとくに女
性会員にインタビュー調査をおこなった。10
年以上続く自分史活動で生みだされた作品
には八女地域に生きる人たちの人生が豊か
に描かれているが、このような執筆を可能に
するこの地域におけるリテラシーの高さが
際立っている。ライフストーリー・アーカイ
ヴとして自分史図書館が成り立っている基
盤には、自己表現のリテラシーの高さと連動
して、他者の自分史作品も評価し、自分史作
品を次世代へ伝えたいという意識があらわ
れている。自分史図書館はライフストーリー
を書く活動とつながった私設のライフスト
ーリー・アーカイヴとして国内ではもっとも
注目される。 
C. 沖縄県公文書館のケース―公的アーカイ
ヴ機関における戦争体験記録としてのオー
ラルヒストリーとアーカイヴ化 
 沖縄県公文書館で所蔵する宮城聰文書(So, 
Miyagi, 1892-1991)のなかに、琉球政府時代
の 1971 年に刊行された『沖縄県史』第 9 巻
「沖縄戦記録Ⅰ」の元になったインタビュー
テープが含まれている。『沖縄県史』第 9 巻
は、沖縄の歴史にとって重要な位置をしめる
沖縄戦をオーラルヒストリーをもとに描く
歴史書である。そのオーラルヒストリー・イ
ンタビューは沖縄戦体験を語る声としてデ
ジタル化され、語り手の許諾を得て公開され
はじめている。これは地方の公文書館が県史
の元になった個人のオーラルヒストリーを
声のまま保存・公開するものである。その語
りの声を声のままで聴くことができるオー
ラリティを尊重したデータの保存公開であ
り、地域に根ざしたオーラルヒストリー・ア
ーカイヴの一例といえるだろう。『沖縄県史』
第 9巻には 211 名の体験記録があり、録音さ
れたのは 250 名以上あるが、許諾公開は 2010
年 3 月時点で、3/4 に及んでいる。デジタル

技術の発展を受けた地域の歴史とつながる
オーラルヒストリー・アーカイヴ化の試みの
ケースとして評価される。 
 以上の 3つのケースをもとに本研究で得ら
れた要点を三つにまとめる 
一、アーカイヴ化は地域のライフストーリー
生産活動と連結したものとして、そしてアー
カイヴとは現在進行形で動く実践活動と連
携するものとしてとらえられる。たんにひろ
く多くの作品を収集するというのではなく、
地域で書かれるライフストーリーと連結さ
せてアーカイヴ化が進められる。 
二、アーカイヴ化によって個人のライフスト
ーリーが保存公開されることは、書き手自身
にとってはその作品が読まれる可能性、そし
て書き手の人生を超えて作品が残っていく
可能性が担保されることになる。個人の人生
を超えて読まれ理解されるとき、そこに個人
が「歴史」の一部になっていくという意味に
おいてライフストーリーをとおした＜個人
の歴史化＞をみいだすことができる。ライフ
ストーリーが読まれるとき、先行世代の｢生
きられた経験」が後続世代に理解される契機
が生じ、そこに世代継承性がみいだされる。 
三、ライフストーリー・アーカイヴ現象とは、
たんに自分史や体験記などを収集・収蔵する
だけではなく、地域でおこった歴史的出来事
や地域で生きる人の人生と不可分のもので
ある。ライフストーリーの集積は地域での個
人の「生きられた経験」の集合であり、個人
的経験が集積されることによって「歴史」へ
接続していく場になっている。 
 本研究はこれまでの生活記録運動、「ふだ
ん記」運動、自分史ブームという戦後の系譜
に沿った研究の成果を踏まえ、自己表現力と
してのリテラシーを促進した文章運動や自
分史活動がその結果として産出した大量の
自伝的ライフストーリーが新たなアーカイ
ヴ化の動きを招来している現象をあきらか
にしてきた。そしてライフストーリー・アー
カイヴ現象には、ライフストーリーをあらわ
すことが「現在の状況に歴史を与える」（ガ
ーフィンケル 1967）実践であるだけでなく、
個人的経験を「歴史」に結びつける<個人の
歴史化＞の作用のあることがあきらかにな
った。そしてライフストーリー・アーカイヴ
は個人の寿命を超えて個人の人生を「歴史の
領域」に連結させていく。アーカイヴによる
保存公開が読書を招来するとき、アーカイヴ
は個人的経験を歴史的出来事に結びつける
だけでなく、個人的経験を次の世代へ伝達継
承可能なものにする世代継承性の働く場に
なる。ライフストーリー・アーカイヴ現象を
めぐっては、エリクソンの概念をライフスト
ーリー論で読み替えた D・ベルトーのいう「世
代継承性ジェネラティヴィティ」という視角
が有効であるが、本研究で得たデータの分析



をさらに進め、解釈を充実させていくことが
今後の課題である。 
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